
- 1 -

「持株管理の使い方３」

複数の銘柄を一括して「持株管理」へ登録する方法を解説します。

自分が勝手に選んだ銘柄を登録するには、手入力するしか方法がありませんが、
「絞り込み検索」を使い合格した銘柄を一気に登録するのであれば、手入力しなくても
いいやり方があります。

例．２２５銘柄の内、高値圏から落ちてきた銘柄を「持株管理」へセットする方法

「絞り込み検索」の「６１．検索対象銘柄選択」から２２５銘柄を選択



- 2 -

「２７．ＲＪ指数」を使い高値圏から落ちてきた銘柄を選びます。
検索日は２０１９年１１月１日です。

検索が終わったら「８０．検索結果」を見てみましょう。

下記のように１３銘柄合格してきます。

この１３銘柄を一気に「持株管理」へ登録するには「７５．検索結果→持株シート」を
使います。
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「７５．検索結果→持株シート」

持株管理シート１１０２番へ登録します。

仕掛けは、空売り（信用売り）を１００株とします。

仕掛け日付は、検索日です。

※既に存在する「持株管理シート」に書き出すと上書きしますのでご注意下さい。
上書きしたくない場合は、使っていない持株管理シートの番号を入力します。

「実行」をクリックすると

上書きするかきいてきますので 「はい」をクリックします。、

ここで「いいえ」をクリックすると、処理中止、すなわちキャンセルとなります。

ここまでの作業で持株管理シート１１０２番へ１３銘柄が登録されました。

確認してみましょう。
持株管理」から、１１０２番を読み込みます。
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このように合格した１３銘柄が登録されている事が分かります。

単価（仕掛値）の項目は、検索した日の終値がセットされます。

決済は「未決済」となります。
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■ここまでの手順で出来ない事

この銘柄は１００株、あの銘柄は１０００株といった仕掛ける株数に違いを持たせる事
は出来ません。

単価は、検索日終値で固定です。仕掛値をそれぞれの銘柄単位でセットする事は出来ま
せん。この銘柄は１０００円、あの銘柄は２０００円など。

株数を変更したい、仕掛値を変更したい場合は、ここから数値を手入力で入力して下さ
い。

●仕掛け日付について

自分で入力するので、違った日を登録してしまうと矛盾が発生します。

登録時にエラーとはなりませんのでご注意下さい。

例えば、今回は２０１９／１１／０１に検索し、その日付を入力しましたが、
別な日付も入力出来てしまいます。

わざと、２０１９年１月１日としてみる。
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売買日付が２０１９年１月１日となった。チェックをクリックすると・・・

経過日数が３０５日と表示
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持株管理は１シート９９銘柄までしか登録出来ません。

「絞り込み検索」で１００銘柄以上合格した結果を登録しようとすると、１００番目以
降は登録されません。

例．２２５銘柄全てを登録しようとしてみる。

「６１．検索対象銘柄選択」
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持株管理

このように９９銘柄までしか登録されていません。１００銘柄以上は無視されます。

単価が「０」なのは、いずれかの検索をしていないからです。

「６１．検索対象銘柄選択」から何かの検索をせずにいきなり、持株管理シートへセッ
トしようとするとこのように「０」となります。

「 ． 」 「 」 。同様に ７４ 検索結果→銘柄シート も指定日終値の項目が ０ とで登録されます
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矛盾した値も受け付けてしまいます。

１つ１つの項目に対して 「これはおかしい入力だ」というチェックはしておらず、、
そのため、矛盾していても通ってしまいます。

最初の検索に戻り、１３銘柄を下記のように登録してみます。

矛盾した入力
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下記のように入力したそのまま登録されます。

チェックをクリックすると、経過日数が「－３６６」日となります。


